第25回　バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
日　　時：2010.8.12　10:00～11:10
会　　場：中央公民館第２研修室
出 席 者：山口委員長、永井副委員長、白石、阪田、山田、大森、岸、小林、小矢島、小井
(代理)寺内（以上委員計11名）敬称略
内　　容：（1）再編に向けた現状報告について

（2）再編路線の評価指数の設定について

（3）バス停オーナーの認定について

（4）停留所、定期券等について

（5）今後の予定


（6）その他

■議事要旨

（1）再編に向けた現状報告について
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があった。

①「運輸局への申請状況」に関して、6/29に申請済みである旨の報告があった。

②「乗り継ぎ拠点整備計画状況」（資料１）に関して、平成23年度及び24年度の計画内容の説明があった。

③「サイクル・カー＆バスライド整備計画状況」（資料１）に関して、公共施設及び商業施設における整備の可否、管理者の承諾などについて報告があった。

④「バス停オーナー・サポーター制度協力状況」（資料２）に関して、各商業施設への協力依頼の結果などについて報告があった。

⑤「デマンドバス登録説明会の状況」（資料２）に関して、開催会場、日時、参加人数などについて報告があった。

［主な質疑応答］

委員：デマンドの登録の受付は開始しているのか？

事務局：８月から受付を開始しており、現在は運行業者の受付体制が整わないため、各

自治会から事務局を通して運行業者（大山タクシー）へ登録票を渡している。９月以降

は各希望者が運行業者（大山タクシー）へ直接申し込む方法になる予定である。


委員：「パーク＆ライド」についてはなかなか協力を得るのが難しいようだが、バス利
用者用の駐車スペースであることをわかりやすく表示すると取り組みのＰＲになると思
うが、店舗利用者とバス利用者との駐車スペースの区分けはするのか？

事務局：バス利用者との区分けにより店舗利用者の駐車スペースが減少し営業に影響が
あるので行わない。協力店舗であることを停留所などに表示することでＰＲしていきた
い。

委員：「パーク＆ライド」についての成功例は？


事務局：宇都宮市などの人口集中地域で、通勤通学向けにある程度利用がされているよ
うである。小山市での導入にはいろいろと課題はあるが、引き続き協力のお願いを続け
ていきたい。


委員：金沢市は、エリア、曜日などを限定し、ステッカーや商品券購入との組み合わ
せによるシステム（Ｋパーク）に取り組んでいる。小山市でもいろいろ工夫の余地はあ
るのでは？

事務局：小山市の場合は平日の店舗利用者もかなり多く、通勤通学利用者との両立が難
しい。
（2）再編路線の評価指数の設定について

資料に基づき事務局より説明があり、引き続きとりまとめを進めることとした。主な質疑応答は以下の通り。
［主な質疑応答］
委員：指標は市街地バスとデマンドバスで分けるのか？

事務局：基本的には路線毎、デマンドエリア毎に設定し、バスネットワーク全体の状況
を把握したい。ただし国土交通省へ報告が必要なのは補助対象路線のみである。

委員：設定案を見るとかなり強気の目標と思うが？


事務局：たとえばデマンドバスの収支率については、路線型に比べて経費を削減できる
ことからかなり改善した数値を設定している。またその他の指標についても、再編によ
る利便性の向上、事業者の経営努力や地域の支援を含めた指標として考えている。
委員：これらの目標の年度は？


事務局：３カ年計画の最終年度である平成24年度と考えている。


委員：「交通空白区域」の指標では停留所からの距離を500ｍとしているが、300ｍ程
度くらいがいいのではないか？また面積ではなく人口ベースでの指標がより適当なので
はないか？


事務局：委員の指摘を含めて引き続き検討し、最終的な指標を整理していきたい。

委員：平成25年度以降について、国の施策や計画はあるのか？


委員：連携計画に基づいた取り組みは、将来のあるべき姿を念頭に進めて行くもので
あり、該当する３カ年の期間以降も引き続き継続して欲しいと考えているが、現時点で
は具体的な支援策などはない。
（3）バス停オーナーの認定について

資料に基づき事務局より説明があり、内容について承認された。主な質疑応答は以下の通り。
［主な質疑応答］
委員：既に停留所名として使用されている企業名などはどのようになるのか？

事務局：運行初期の段階で協力をしてもらった企業もあり、オーナー制度の導入を理由
に名称を変えることは難しい。引き続きオーナー制度への理解と協力を続けていく。


また、高岳製作所は運行支援としてオーナー制度を上回る支援をしてもらっているので、
これを継続していただく。

（4）停留所、定期券等について

資料に基づき、停留所、定期券、回数券、乗継券のデザイン、作成方法などについて、事務局より説明があり、内容について承認された。主な質疑応答は以下の通り。

［主な質疑応答］

委員：乗継券の利用により実質的な収入は減ることになるが、収支率の計算上はどの
ように取り扱うのか？

事務局：乗継券については利用枚数に応じて市が各事業者へ補填するので、運行事業者
の収入は減収とならず、収支率が下がることはない。
（5）今後の予定
資料に基づき事務局より説明があり、内容について承認された。主な質疑応答は以下の通り。

［主な質疑応答］
委員：バスロケーションシステム導入の具体的な時期や場所は？


事務局：利用者からバスの運行（乗車する停留所を通過したかどうか）について時々問
い合わせがあるために、路線型の市街地バスを対象に平成24年度に導入を検討している。

ただし、小山市における導入の効果と経費については委員会においてもよく協議してい
ただき、最終的に判断したいと考えている。

（6）その他

「ロブレ券」（商店利用者への割引券）の事業者からの請求に関し、現在の中央観光バスがとりまとめる方式から、10月の再編以降は各事業者がイズミヤに請求する方法に変更することについて事務局より説明があり、内容について承認された。主な質疑応答は以下の通り。

［主な質疑応答］

委員：現在、どのくらいの枚数が発行されているのか？駅東循環バスにも利用できる
ようになるのか？


事務局：最近のある1ヶ月で約５８０枚程度である。駅東循環バスについては料金体系
の統一化について協議を進めてきた結果、乗継券の利用が可能になったところであり、
ロブレ券については引き続き協議を進めて行きたい。

（以　上）













